
碩布建立の川角八幡神社の芭蕉句碑（毛呂山町指定文化財）
「道傍の　むくげは馬に　喰われけり」

俳
諧

　

五
七
五
の
17
文
字
か
ら
な
る
俳
句
は
、
そ
の

短
い
節
の
な
か
に
季
語
を
含
ま
せ
て
、
季
節
を

詠
み
こ
む
簡
潔
な
短
詩
で
す
。

　

日
本
の
俳
句
の
歴
史
上
、
最
も
有
名
な
俳
人

の
ひ
と
り
が
松
尾
芭
蕉
で
し
ょ
う
。
そ
の
松
尾

芭
蕉
が
志
し
た
俳
諧
こ
そ
、
俳
句
の
ル
ー
ツ
と

い
え
ま
す
。
も
と
も
と
俳
諧
と
は
、
中
国
で

滑こ
っ
け
い稽
を
表
す
言
葉
で
、
機き

ち知
に
富
ん
だ
言
葉
が

即
興
的
に
口
に
出
る
状
況
を
指
し
ま
し
た
。

松
尾
芭
蕉

　

松
尾
芭
蕉
は
、
江
戸
時
代
前
期
、
伊
賀
上
野

（
現
在
の
三
重
県
上
野
市
）
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

29
歳
の
こ
ろ
俳
諧
師
と
し
て
江
戸
に
出
る
と
、

そ
れ
ま
で
滑
稽
を
特
色
と
し
た
俳
諧
文
芸
に
芸

術
性
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
彼
の
「
わ
び
・
さ

び
」
に
表
さ
れ
る
そ
の
幽ゆ
う
げ
ん玄・

閑か
ん
じ
ゃ
く寂

な
作
風
は
、

の
ち
に
「
蕉し
ょ
う
ふ
う風
俳
諧
」
と
い
わ
れ
、
以
後
の
俳

人
の
手
本
と
な
り
ま
し
た
。

 

俳は
い
か
い諧

と
松
尾
芭ば

し
ょ
う蕉

毛
呂
山
の
俳
人

特
集

毛
呂
山
人
物
伝

川
村
碩せ

き

ふ布
と
野
口
有う

り

ゅ

う柳一本松の碩布の句碑
（毛呂山町指定文化財）

「色かへぬ　かはりやまつに　秋の声」

川村碩布肖像
（歴史民俗資料館蔵）
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川村碩布と野口有柳
毛呂山人物伝

　

毛
呂
山
の
生
ん
だ
俳
人
・
川
村
碩
布
は
、

寛か
ん
え
ん延

３
年
（
１
７
５
０
）
武
蔵
国
入
間
郡
馬
場

村
（
現
在
の
毛
呂
山
町
毛
呂
本
郷
）
の
裕
福
な

名
主
の
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

若
い
こ
ろ
よ
り
風
流
を
好
み
、
と
り
わ
け

好
き
な
俳
諧
の
道
に
進
む
た
め
、
天
明
元
年

（
１
７
８
１
）、
32
歳
の
と
き
に
江
戸
日
本
橋
で

４
千
人
と
も
い
わ
れ
る
門
弟
を
も
つ
、
蕉
風
俳

諧
の
大
家
、
春
し
ゅ
ん
じ
ゅ
う
あ
ん

秋
庵
加か

や舎
白し

ら
お雄
の
門
弟
と
な
り

ま
す
。
後
に
そ
の
八は
っ
て
つ哲

（
白
雄
の
八
大
弟
子
の

こ
と
）
に
数
え
ら
れ
る
俳
人
に
な
り
、
文
化
13

年
（
１
８
１
６
）
69
歳
の
と
き
、
春
秋
庵
を
受

け
継
ぎ
ま
し
た
。

碩
布
の
作
品

　

碩
布
の
主
な
著
書
に
は
、
加
舎
白
雄
の
三

回
忌
に
編
ん
だ
『
し
ら
雄
く
集
』、
一
門
の
俳

諧
撰
集
『
春
秋
稿
（
第
八
編
）』、『
磊ら
い
て
い
し
ゅ
ん

庭
春

帖じ
ょ
う』、
自
選
句
集
『
布ふ

き
ば
た
け

鬼
圃
』（
稿
本
）、
紀
行

集
『
穂ほ
や
の
つ
ゆ

家
露
』、
加
舎
白
雄
と
八
人
の
高
弟
の

句
集
『
八
翁
六
百
題
発ほ
っ
く句
集
』
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
碩
布
十
三
回
忌
の
追
善
集
と
し
て
『
碩

布
発
句
集
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
碩
布
は
俳
画
も
好
み
、
梅
や
亀
を
描

い
た
作
品
を
町
内
外
に
数
多
く
残
し
て
い
ま

す
。
お
だ
や
か
で
情
感
あ
ふ
れ
る
画
風
で
、
俳

人
の
余よ

ぎ技
以
上
の
技
量
を
感
じ
さ
せ
る
と
い
わ

れ
ま
す
。

碩
布
の
功
績

　

碩
布
は
、
恩
師
で
あ
る
白
雄
の
名
跡
、
春
秋

庵
を
よ
く
守
り
、
久
米
逸い
つ
え
ん淵

や
加か

や舎
梅ば

い
り
ゅ
う笠

、
野

口
有う
り
ゅ
う柳

と
い
っ
た
後
進
を
育
て
ま
し
た
。
白
雄

派
の
俳
諧
を
明
治
の
代
ま
で
伝
え
た
こ
と
は
、

碩
布
の
大
き
な
功
績
と
い
え
ま
す
。
碩
布
は
、

そ
の
活
躍
で
俳
諧
史
に
名
声
を
残
し
、
天
保
14

年
（
１
８
４
３
）、
94
歳
の
天
寿
を
全
う
し
、

毛
呂
本
郷
地
内
の
妙
玄
寺
に
あ
る
川
村
家
の
墓

地
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。

 

川
村
碩
布

亀　図
村田忠次郎氏蔵

（歴史民俗資料館寄託）
「草も木も　捨てはしるや　秋の水」

『春秋稿（第八編）』
村田忠次郎氏蔵

（歴史民俗資料館寄託）

川

村

碩

布
・

野

口

有

柳

を

め

ぐ

る

年

表

寛
延
３
年
（
１
７
５
０
）

川
村
碩
布
、
武
蔵
国
入
間
郡
馬
場
村
（
現
在
の
毛

呂
本
郷
）
に
生
ま
れ
る

安
永
９
年
（
１
７
８
０
）

加
舎
白
雄
が
春
秋
庵
を
江
戸
に
開
く

『
春
秋
稿
（
初
編
）』
刊
行

天
明
元
年
（
１
７
８
１
）

碩
布
、
江
戸
に
出
て
春
秋
庵
白
雄
に
入
門
す
る

寛
政
３
年
（
１
７
９
１
）

碩
布
の
師
・
加
舎
白
雄
没

常と
こ
よ
だ

世
田
長ち
ょ
う
す
い

翠
が
春
秋
庵
を
継
ぐ

寛
政
５
年
（
１
７
９
３
）

碩
布
、
師
・
加
舎
白
雄
の
追
悼
句
集
『
し
ら
雄
く
集
』

を
編
さ
ん
す
る

文
化
２
年
（
１
８
０
５
）

碩
布
、『
穂
家
露
』
の
信
州
旅
行
に
出
る

文
化
６
年
（
１
８
０
９
）

野
口
有
柳
、
川
角
村
に
生
ま
れ
る

文
化
13
年
（
１
８
１
６
）

碩
布
、
春
秋
庵
の
名
跡
を
継
ぐ
（
文
化
10
年
（
１
８

１
３
）
常
世
田
長
翠
が
没
す
）

文
政
７
年
（
１
８
２
３
）

碩
布
、
善
光
寺
詣
の
旅
に
出
る

『
春
秋
稿
（
第
八
編
）』
を
刊
行

文
政
９
年
（
１
８
２
６
）

碩
布
、
こ
の
頃
か
ら
俳
画
を
描
き
始
め
る

文
政
12
年
（
１
８
２
９
）

碩
布
、
こ
の
頃
、
春
秋
庵
の
名
跡
を
久
米
逸
淵
に
譲

る碩
布
、
芭
蕉
句
碑
を
川
角
南
蔵
寺
境
内
（
現
川
角
八

幡
神
社
）
に
建
立
す
る

天
保
６
年
（
１
８
３
５
）

碩
布
、
臥
龍
山
出
雲
伊
波
比
神
社
へ
俳
額
（
町
指
定

文
化
財
）
を
奉
納
す
る

天
保
７
年
（
１
８
３
６
）

碩
布
の
代
表
的
自
選
句
集
「
布
鬼
圃
」
の
草
稿
が
で

き
る

天
保
14
年
（
１
８
４
３
）

川
村
碩
布
没
。
妙
玄
寺
に
葬
ら
れ
る
（
享
年
94
歳
）

嘉
永
２
年
（
１
８
４
９
）

有
柳
、
師
・
碩
布
の
旧
号
「
可
庵
」
を
継
ぐ

慶
應
２
年
（
１
８
６
６
）

碩
布
の
遺
稿
を
ま
と
め
た
『
春
水
集
』　
（
青
荷
編
）

が
刊
行
さ
れ
る

明
治
７
年
（
１
８
７
４
）

野
口
有
柳
ら
数
名
で
俳
諧
明
倫
講
社
（
俳
諧
を
神
道

の
教
義
に
結
び
つ
け
た
も
の
で
、
明
治
俳
諧
の
一
大

勢
力
だ
っ
た
社
）
を
作
る

明
治
12
年
（
１
８
７
９
）

有
柳
、
春
秋
庵
の
名
跡
を
継
ぐ

『
春
秋
稿
（
第
十
編
）』
を
刊
行
す
る

明
治
26
年
（
１
８
９
９
）

野
口
有
柳
没
。
川
角
地
内
に
葬
ら
れ
る（
享
年
85
歳
）
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俳
人
・
川
村
碩
布
は
、
春
秋
庵
の
俳
諧

を
広
め
る
た
め
、
多
く
の
俳
人
た
ち
と
交

流
し
ま
し
た
。
県
内
で
は
、
弟
子
や
後
援

者
が
多
く
い
た
本
庄
、
深
谷
、
熊
谷
な
ど

中
山
道
沿
い
の
宿
場
町
に
出
向
き
、
県
外

で
は
上
州
、
信
州
、
多
摩
地
域
に
足
を
伸

ば
し
ま
し
た
。
更
に
、
壮
年
期
に
は
関
西

方
面
に
も
旅
を
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

ま
す
。

『
穂ほ
や
の
つ
ゆ

家
露
』

　

碩
布
の
生
涯
の
う
ち
、
最
も
有
名
な
旅

が
、
文
化
２
年
（
１
８
０
５
）
と
文
政
７

年
（
１
８
２
３
）
の
二
度
に
わ
た
る
信
州

旅
行
で
す
。
先
の
文
化
２
年
前
後
は
、
碩

布
の
父
・
金き
ん
ざ左

衛え
も
ん門

が
没
し
、
家か

と
く督

を
継

い
だ
碩
布
が
加
舎
白
雄
の
追
悼
句
集
『
し

ら
雄
く
集
』
の
出
版
に
尽
力
し
て
い
た
時

期
で
す
。
こ
の
と
き
の
旅
は
紀
行
集
『
穂

家
露
』
に
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
題

名
は
「
穂
屋
祭
」
と
い
う
諏
訪
大
社
の
神

事
を
指
し
、
碩
布
も
旅
の
最
終
目
的
地
と

し
て
諏
訪
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
『
穂
家
露
』
の
文
中
、碓う
す
い氷
の
関
所
（
現

在
の
群
馬
県
安
中
市
）
で
は

　

雨
水
と
て 

水
も
も
ら
さ
ぬ 

関
所
か
な

と
い
う
句
を
詠
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
姨お
ば
す
て捨（
現
在
の
長
野
県
千
曲
市
）

で
詠
ん
だ

川村碩布句碑
（長野県千曲市　姨捨長楽寺）

「姨石の　高き忘れて　月や月や」

碩
布
と
旅

　

姨
石
の 

高
き
忘
れ
て 

月
や
月
や

な
ど
は
碩
布
の
代
表
句
の
ひ
と
つ
で
す
。

姨
捨
と
い
う
地

　

姨
捨
は
、
長
野
盆
地
に
位
置
し
、
古
来

か
ら
東
山
道
の
支
道
、
善
光
寺
道
の
要
所

で
し
た
。
盆
地
の
南
西
部
に
あ
る
姨
捨
山

は
、『
大
和
物
語
』
や
能
で
有
名
な
姨
捨

伝
説
で
知
ら
れ
た
山
で
す
。
ま
た
、
盆
地

の
斜
面
一
帯
に
小
さ
な
水
田
が
階
段
状
に

並
び
、
近
く
の
長
楽
寺
は
、
そ
れ
ら
の
水

田
に
映
る
月
（
田た
ご
と毎
の
月
）
を
鑑
賞
す
る

名
所
と
し
て
、
藤
原
定て
い
か家
や
松
尾
芭
蕉
ら

多
く
の
文
人
た
ち
が
、
歌
や
句
に
詠
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
地
に
は
、
碩
布
の
句
碑
が

建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

『穂家露』
村田忠次郎氏蔵

（歴史民俗資料館寄託）

現在の姨捨（長野県千曲市）の風景

川村碩布句碑
（本庄市　八幡神社）
「春の水　ゆふ山はれて
　　　　　　流れけり」

川村碩布句碑
（寄居町　蓮光寺）

「名月の　ひと夜にきざむ
　　　　　　　　仏かな」
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川村碩布と野口有柳
毛呂山人物伝

取材協力
長野県千曲市／姨捨長楽寺（長野県千曲市）
／蓮光寺（寄居町）／八幡神社（本庄市）／
毛呂山町歴史民俗資料館
参考文献
毛呂山町史／新毛呂山町史／第十二回特別展
「芭蕉のこころ―毛呂山ゆかりの文人・川村
碩布と野口有柳―」（毛呂山町歴史民俗資料
館）／「橿寮碩布と春秋庵をめぐる人々」（内
野勝裕著・まつやま書房）

春秋庵譲証（明治 12 年）
（歴史民俗資料館蔵）

 

野
口
有う

り
ゅ
う柳

碩
布
の
後
継
者

　

川
村
碩
布
の
後
継
者
、
野
口
有
柳
は
、

文
化
６
年
（
１
８
０
９
）、
川
角
村
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
若
く
し
て
晩
年
の
碩
布
か

ら
俳
諧
を
学
び
、
20
歳
の
こ
ろ
、
碩
布
の

『
磊ら
い
て
い庭
春し

ゅ
ん
じ
ょ
う帖
通
名
』と
い
う
刷
り
物
に「
雨

柳
（
川
角
）
野
口
力
松
」
と
し
て
入
集
し

て
い
ま
す
（「
磊
庭
」
は
碩
布
の
別
号
、「
雨

柳
」
は
有
柳
の
初
号
）。

　

有
柳
は
、
天
保
10
年
（
１
８
３
９
）
に
、

碩
布
と
と
も
に
『
俳
諧
人
名
録
』
に
掲
載

さ
れ
、
そ
の
名
を
全
国
に
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
嘉
永
２
年

（
１
８
４
９
）
に
、
師
・
碩
布
の
旧
号
で
あ

る「
可
庵
」を
継
ぎ
、明
治
12
年（
１
８
７
９
）

に
、
71
歳
に
し
て
俳
諧
流
派
の
名
跡
で
あ

る
春
秋
庵
を
継
承
し
ま
す
。

　

春
秋
庵
主
に
な
っ
た
有
柳
は
、
同
年
に

『
春
秋
稿
（
第
十
編
）』
を
刊
行
し
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、
有
柳
の
編
著
に
は
、
明

治
16
年
（
１
８
８
３
）
刊
行
の
『
は
な
の

か
げ
』
や
、
明
治
23
年
（
１
８
９
０
）
刊

行
の
『
古
今
五
百
題
』
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

有
柳
は
、
明
治
26
年
（
１
８
９
３
）
に

俳
諧
の
教
導
職
で
あ
る
大
講
義
に
任
ぜ
ら

れ
、
そ
の
46
日
後
に
85
歳
の
天
寿
を
全
う

し
、
川
角
地
内
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。

有
柳
の
書
跡

　

俳
画
を
好
ん
だ
碩
布
と
違
っ
て
、
有
柳

は
絵
を
描
か
ず
、
専
ら
書
に
親
し
み
ま
し

た
。
有
柳
の
書
跡
は
多
く
、
書
家
と
し
て

も
大
家
で
し
た
。
有
柳
（
可
庵
）
の
名
は
、

現
在
も
毛
呂
山
を
中
心
に
、
近
隣
の
市
町

村
に
あ
る
句
碑
・
筆
塚
・
墓
石
・
俳
額
な

ど
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

野口有柳一行書
（歴史民俗資料館蔵）

梅
の
香
に
　
首
の
べ
そ
め
つ
　
池
の
亀
　

逢
迄
に
　
は
や
成
け
ら
し
　
星
の
空
　

野口有柳の墓
（毛呂山町指定文化財）

「のちの世へ　まだ見残して　月と花」

大講義任命書（明治 26 年）
（歴史民俗資料館蔵）
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